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市報

ゆくはし
ビーチバレーボールフェスタ
2016

　国内最高峰のビーチバレーボール競技大会「ジャパンビーチバレーボールツアー」、高校生の九州
大会、愛好家による「長井浜カップ」の 3大会が行橋市で開催されます。
　また、17日㈰には浅尾美和さんらによるトークショー、中西圭三さん（ヴォーカル）、狩野泰一さ
ん（篠笛）、宮本貴奈さん（ピアノ）の３名によるユニットWA-OTOによるコンサートなどイベン
ト盛りだくさんです。皆さまぜひご来場ください。
　大会日程、会場への交通手段は次ページをご覧ください。

狩野泰一さん 中西圭三さん 宮本貴奈さん浅尾美和さん

WA-OTO

7月17日日 ■18日祝
9:00 〜競技開始
会場：長井浜海水浴場

JVA承認 2016 - 06 - 022
写真は昨年の大会の様子です。



28．7．１　②

■問合せ　一般社団法人 福岡県バレーボール協会　℡ 092-409-0847
　　　　　市教育委員会 スポーツイベント課　　　℡ 25-1655

　トッププロのハイレベルなプレー、高校生の九州大会、そして愛好者の長井浜カップと盛りだくさんの
２日間。皆さまのご来場をお待ちしています。

日　時 開催内容

7 月 17 日㈰
　9:00 〜

ジャパンビーチバレーボールツアー第５戦　行橋大会　男女予選
全九州ビーチバレーボールジュニア選手権

7 月 18 日㈪
　9:00 〜

ジャパンビーチバレーボールツアー第５戦　行橋大会　男女準決勝・決勝
全九州ビーチバレーボールジュニア選手権

長井浜カップ　混成ビーチバレー大会

ゆくはし ビーチバレーボール フェスタ 2016

長井浜
ビーチライブ
7月17日（日）17：00〜

■問合せ　市商業観光課 ℡ 25-9733

　ゲストによるトークショーや長井浜ビーチライブなど多彩なイベント
をお楽しみください。
　駐車スペースに限りがございます。シャトルバス、公共交通機関をご
利用ください。

◆WA-OTO　ボーカル　中西圭三さん
　　　　　  　篠笛 　　狩野泰一さん
　　　　 　 　ピアノ　宮本貴奈さん
◆福岡城（福岡発のハードバップ
　ジャズバンド）
◆Quatro M
　（Mio Matsuda & Mika Mori）

シャトルバスをご利用ください
　７月 17日と 18 日のビーチバレーボール
フェスタ期間中、行橋駅と今元小学校・稲童
漁港の各臨時駐車場と会場を結ぶ無料シャト
ルバスを運行します。運行時間は 7時から
17時 30分まで（17日は 22時 30分まで）。

航空自衛隊
築城基地

築城駅

メタセの杜
  ●

   ●

椎 田 道 路

（行橋駅 東口）

至 北九州市至 北九州市至 北九州市

辻垣

至 

市
川
田

至 

市
前
豊

豊津駅

二崎

二先山

徳永

勝山新町 清地大橋

行
橋

バ
イ

パ
ス

長井浜
海水浴場

ビーチバレーボール
フェスタ会場

アクセス
MAP  

※駐車場には限りがありますので、
　公共交通機関をご利用ください。

稲童漁港
臨時駐車場

ロームアポロ

シャトルバス発着所

臨時駐車場
今元小学校

金屋

交通案内

佐伯美香さん 浅尾美和さん

7月17日（日）16：00〜

バレースクール
7月18日（月）13：00〜

7月17日（日）13：00〜

イベント MC 藤田可菜さん

　ゆくはしビーチバレーボールフ
ェスタ 2016 に関する情報を市ホー
ムページに掲載しています。
　詳細は市ホームページをご覧く
ださい。

7 月 17・18 日
地元食材を使ったふるまい

無料配布

観覧無料
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大橋第一（行橋小学校体育館）

大橋第二（行橋公民館）

行橋小学校体育館

大橋第三（行橋南小学校体育館）

行橋南小学校体育館

西宮市３区
集会所

西宮市（西宮市３区集会所）

行橋北小学校
体育館

行橋北（行橋北小学校体育館）

蓑島小学校
体育館

蓑 島（蓑島小学校体育館）

今 元（今元小学校体育館）

今元
小学校
体育館

仲 津（仲津中学校体育館）

仲津中学校体育館

新田原老人いこいの家

仲津第二（新田原老人いこいの家）

泉中学校体育館

泉（泉中学校体育館）

泉小学校体育館

泉第二（泉小学校体育館）椿市（椿市小学校体育館）

椿市小学校体育館

延永第二（塚田第一公民館）

塚田
第一公民館

延永小学校
体育館

延 永（延永小学校体育館）

稗 田（稗田小学校体育館）

稗田小学校
体育館

今川小学校
体育館

今 川（今川小学校体育館）

京築

専用
駐車場

行橋公民館

●婚礼貸衣装店

認定こども園
ときいろ

大橋保育園

いずみ保育園

●
期
日
前（
不
在
者
）投
票

　
７
月
10
日
の
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
用
務

が
見
込
ま
れ
る
方
は
事
前
に
期
日
前
（
不
在
者
）
投

票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
間
（
期
日
前
投
票
）

　
　
　
６
月
23
日
（
木
）～
７
月
９
日
（
土
）

◆
時
間
　
８
時
30
分
～
20
時

◆
場
所
　
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

※
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
い
て
い
れ
ば
、

　
投
票
の
際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
指
定
病
院
に
入
院
し
て
い
る
方
は
、
そ
の

　
病
院
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
に
投
票
所
名
を
記
載

　
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
確
か
め
の
う
え
投
票

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
３
月
17
日
以
降
に
市
内
間
転
居
さ
れ
た
方
は
、
前

　
住
所
地
を
対
象
と
し
た
投
票
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
入
場
券
を
な
く
し
た
場
合
、
見
つ
か
ら
な
い
場
合

　
は
身
分
を
証
明
で
き
る
書
類
（
免
許
証
・
保
険
証

　
等
）
を
持
っ
て
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ

　
さ
い
。

●
開
票
は
行
橋
市
民
体
育
館
に
て
７
月
10
日
の
21
時

　
20
分
か
ら
行
い
ま
す
。

●
７
月
10
日
執
行
の
今
回
の
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
年

　
齢
は
18
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

【各投票所のご案内】

行
橋
市
選
挙
管
理
委
員
会

℡
　
２
５
‐
９
６
５
５

７
月
10
日（
日
）は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

入場券（ハガキ）に記載している投票所を確
認のうえ投票をお願いします。投票所は、市
内16カ所です。投票時間は、７時から２０
時までです。



■
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

　
保
険
料
は
、
平
成
27
年
中
の
所
得
金
額
と

世
帯
（
※
注
１
）
の
状
況
を
も
と
に
算
定
を

行
い
、
決
定
し
ま
す
。
被
保
険
者
（
加
入
者
）

の
皆
さ
ま
へ
「
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
に

お
届
け
し
ま
す
。

※
注
１
　｢

世
帯｣

と
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日

時
点
の
世
帯
（
75
歳
に
な
る
方
、
県
外
か
ら
の
転

入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
）を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
同
じ
基

準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
加
入
者
１
人
１
人
に
か
か
り

ま
す
。
保
険
料

率
（
被
保
険
者
均

等
割
額
、
所
得
割

率
）
は
２
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
改
定

の
結
果
、
平
成
28

年
度
お
よ
び
29
年

度
の
保
険
料
率
は

下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

※注２　総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金等収入－公的年金等控除｣、｢給与収入－給与所得
控除｣、｢事業収入－必要経費｣ 等の合計額で、各種所得控除前の金額です。例えば、公的年金等の
収入のみの方で、年額が 153 万円以下の場合は、総所得割額等は 33万円以下となるため所得割額
はかかりません。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　
平
成
27
年
中
の
所
得
金
額
と
世
帯
の
状
況
を
も
と
に
算
定
を
行
い
、
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
を
決
定
し
、

７
月
中
旬
に
被
保
険
者
（
加
入
者
）
の
皆
さ
ま
へ
決
定
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

医療費総額 ■
保
険
料
と
医
療
費
の
し
く
み

　
医
療
費
は
、
被
保
険
者
が
病
院
な
ど
で
支

払
う
「
自
己
負
担
額
」
と
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
「
医
療
給
付
費
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 公費（税金）約５割
  国：県：市町村＝４：１：１

支援金 約 4 割
（現役世代の負担）

 保険料 
　約１割

病
院
な
ど
に
支
払
う

自
己
負
担
額

医
療
給
付
費

＋

被保険者（加入者）の
皆様が負担する保険料

被保険者 均等割額
加入者全員が等しく負担

56,085 円

保険料
1 人当たりの
年間保険料額

＋

所得割額
所得に応じて負担

( 総所得
  金額等 －

33 万円
（基礎控除額）） 所得割率

11.17％×
※注 2

＝

保険料の上限
57万円（年額）【保険料額の算出方法】

　限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
が
、

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　
現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
減
額

認
定
証
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成
28
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
額
認
定
証
を
す
で
に
お
持
ち
の
方

で
、
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

世
帯
の
方
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新

し
い
減
額
認
定
証
を
、
被
保
険
者
証
と

は
別
に
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

○
減
額
認
定
証
と
は
…

　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る

方
が
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
際
に
減
額
認
定
証
を
医
療
機

関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
自

己
負
担
は
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院

時
の
食
費
・
居
住
費
の
負
担
も
減
額
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
市
国
民
健
康
保
険
係

で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
そ
の
他
（
非

課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
な
ど
を
証
明
す
る

も
の
や
、
入
院
期
間
が
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

平成 28年度・29年度

56,085 円

11.17％

57万円

均等割額

所得割率

賦課限度額

■
保
険
料
の
軽
減

　
世
帯
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
保
険
料
額
の

軽
減
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
均
等
割
額
の
軽
減
　

　
平
成
28
年
度
で
は
、
平
成
27
年
度
の
保
険

料
軽
減
措
置
【
被
保
険
者
均
等
割
の
９
割
、

8.5
割
（
※
注
４
）、
５
割
、
２
割
軽
減
】
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

※
注
４
　
原
則
は
７
割
軽
減
で
す
が
、
特
例
措
置

に
よ
り
8.5
割
軽
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
８
月
か
ら
被
保
険
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
の
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保

険
者
証
（
桃
色
）
は
、
７
月
下
旬
に
市
国
民
健

康
保
険
係
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険

料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
短
い
有

効
期
間
の
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
お
受
け
取
り

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る
際

は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
を
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

（
桃
色
）
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
国
民
健
康

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担

割
合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
医
療
機
関
に
か
か
る
際
の
医
療
費
の
自
己
負

担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

　
毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負
担

割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。
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＝
問
合
せ
＝

○
行
橋
市 

　
国
保
年
金
課 

国
民
健
康
保
険
係

　
℡
２
５
‐
９
７
２
２

○
福
岡
県

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
℡
０
９
２
‐
６
５
１
‐
３
１
１
１

後期高齢者医療制度

均等割額
軽減割合

軽減後の均等割額
平成28年度（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の
軽減対象所得金額（※注５）の合計額

9割軽減 5,608円 【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全
員が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）】

8.5割軽減 8,412円 【33万円（基礎控除額）】以下

5割軽減 28,042円 【33万円（基礎控除額）＋26.5 万円×被保険者の数】
以下

2割軽減 44,868円 【33万円（基礎控除額）＋48万円×被保険者数】以下

※注５　軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収
入の場合、「公的年金等収入－公的年金等控除－ 15万円」となる等、例外があります。

　
自
己
負
担
割
合
は
通
常
１
割
で
す
が
、
同

じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
方
の
市

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
（
注
３
）

で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
１
ま
た
は
２
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
国
民
健

康
保
険
係
へ
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

１
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上

　
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入
の
合

計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

２
．
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み

（
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

※
注
３
　
市
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
で
あ
っ
て
も
、
前
年
の
12
月
31
日
現
在
に
お
い

て
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で
あ
り
、
同
じ
世
帯
に

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で
あ
る
19
歳
未
満

の
世
帯
員
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
で
あ
る
被

保
険
者
の
市
民
税
の
課
税
所
得
か
ら
、
16
歳
未
満

は
１
人
当
た
り
33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
は

１
人
当
た
り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
後
の

額
が
、
１
４
５
万
円
未
満
と
な
る
と
き
は
、
１
割

の
自
己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
（
こ
の
場
合
の
申

請
は
不
要
で
す
）。

②
所
得
割
額
の
軽
減

　
総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下
（
公
的
年

金
の
み
の
場
合
は
、
収
入
額
が
２
１
１
万
円

以
下
）
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

③
被
用
者
保
険
（
※
注
６
）
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

だ
っ
た
方
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
割
額
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
注
６
　
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
船
員

保
険
、共
済
組
合
を
さ
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険・

国
民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　
災
害
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
料
が
減
免
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
国
民
健
康

保
険
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見

　本

↑新しい被保険
者証の色は桃色
です。有効期限
は、平成 28年８
月１日から平成
29 年 7 月 31 日
までの１年間で
す。



28．7．1　⑥

★
継
続
申
請
の
方
は
こ
ち
ら

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き
は
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
払
い
（
追
納
）
も

で
き
ま
す
（
２
年
度
を
過
ぎ
る
と
加
算
金

が
つ
き
ま
す
）。
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
が
、
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
。

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
が
、
継
続
申
請

を
選
択
さ
れ
た
方
は
下
段
の
★
の
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得

が
基
準
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
し
た
場

合
等
は
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の

納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
３
／
４
免
除
等
の
一
部
免
除

の
承
認
を
受
け
て
も
、
残
り
の
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
「
全
額
を
納
め
て
い
な
い

期
間
（
未
納
）」
と
同
じ
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
①
年
金
手
帳
、
②
印
鑑
、
③
失
業
し
た

方
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
（
コ
ピ
ー

可
）
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
④
代

理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）、
委
任
状

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
申

告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
６
月
か
ら
の
申
請
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
に

該
当
す
る
方
は
、
申
し
出
（
選
択
）

に
よ
り
、
継
続
申
請
が
可
能
で
す
。

　
前
回
ま
で
の
申
請
で
継
続
申
請
を

選
択
し
、
か
つ
全
額
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
方
は
、
毎
年

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
継
続
申
請
を
選
択
し
全
額
免
除
ま

た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
も
免
除
等
申
請
が
必
要

な
方
】

①
失
業
に
よ
る
特
例
で
、
承
認
さ
れ

た
方
。

②
免
除
区
分
を
、
３
／
４
免
除
等
の

一
部
免
除
に
変
更
し
た
い
方
。

③
納
付
猶
予
か
ら
全
額
免
除
へ
変

更
可
能
な
方
（
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
後
50
歳
に
な

ら
れ
た
方
な
ど
）。

※
注
意
　
継
続
申
請
を
選
択
し
て

い
て
も
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
継
続
申
請
は
終
了

し
、
翌
年
度
か
ら
新
た
に
免
除
等
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
年
度

も
、
一
部
免
除
等
の
申
請
は
で
き
ま

す
。

平
成
28
年
度

　国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
と

　
　
　
　
　納
付
猶
予
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
請
免
除
制
度

（
全
額
免
除
・
３
／
４
免
除
・
半
額
免
除
・

１
／
４
免
除
）

　
平
成
28
年
７
月
よ
り
、
30
歳
未
満
か
ら

50
歳
未
満
に
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
50
歳
未
満
の
方
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
し
た
場

合
等
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

（
世
帯
主
の
所
得
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
）。

納
付
猶
予
制
度

　
学
生
納
付
特
例
と
法
定
免
除
（
１
級
、

２
級
の
障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
）
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
届
出
や
申
請
が
済
ん
で
な
い
方

は
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
免
除
制
度

　
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
の
承
認
期
間
は
、

平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
29
年
６
月
ま
で

で
す
。

※
注
意
　
不
慮
の
事
故
等
に
あ
わ
れ
た
後

（
初
診
日
の
後
）
に
申
請
し
て
も
、
遡
っ
て

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
障
害
年
金
等
の
申
請

に
必
要
な
納
付
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
申
請
は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
期
間

申
請
に
必
要
な
も
の

７月
　1 日
　 から

国民年金係からのお知らせ

問合せ（申請場所）
市 国保年金課 国民年金係
TEL　２５－１１１１

（内線 1115、1116）
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【日　時】7 月 9 日（土）
　　　　　 14 時開演（13 時 30 分開場）
【場　所】コスメイト行橋

✿人権パネル展も同時開催✿
7 月 1日（金）～ 9日（土）
　コスメイト行橋ロビーにて平成 28年度行橋市人権・同和問題啓発強調月間記念行事

人権を考える市民のつどい

・入場無料
・手話通訳あり
・託児無料
　　（要予約）

【問合せ】市人権政策課
〒 824-8601 行橋市中央 1-1-1
℡ 25-1111（内線 1332）

　5月の福岡県人権擁護委員連合会総会にて、長年にわたり人権擁護活
動に尽力された方に対する表彰が行われました。
法務省人権擁護局長感謝状　　三原 昭子さん
全国人権擁護委員連合会長表彰　　中村 映子さん
福岡県人権擁護委員連合会長表彰　　波多江 昌弘さん、毛利 明法さん

人 権 啓 発 作 品 の 募 集
■応募期間：7 月 1日（金）～ 9月 9日（金）
■応募資格：小・中・高校生、または市内在住・在勤者
■募集部門
　①作　文：身近であった心温まる話など。
　　　　　　400字詰め原稿用紙 3～ 4枚。
　　　　　　※小学校 4 年生以上が対象。
　②標　語：1人につき 2点まで。
　③ポスター：縦書きで人権に関する文字を入れる。　　　
　　　　　　市販の四つ切画用紙 53.5cm× 37.5cm。
　④書　道：人権に関する用語で、文字、文字数は自由。
　　　　　　半紙 33.5cm×24cmを使用。
　　　　　　用紙の左に氏名を記入。

　大学教授であり、臨床心理士でもある中島俊介さんが、対話
のコツや自分の感情と他人の感情を理解する力、幸せのコミュ
ニケーションを手に入れるヒントをわかりやすく語ります！

～７月は人権・同和問題啓発強調月間です～

人権文化は対話から
　  ～幸せのコミュニケーション～

講師　中島 俊介 さん
（西南女学院大学短期大学教授）

■作品の題材：同和問題、女性、子ども、高齢者、障がい者、
　　　　　　　外国人、インターネットによる人権侵害など
■入賞および表彰
　○入賞作品は、最優秀賞・優秀賞各 1点、入選 5点程度
　○入賞者は本人に連絡します。最優秀賞受賞者は 12月
　　の人権週間記念行事の際に表彰し、入賞作品は 12月
　　の人権週間期間中にコスメイト行橋ロビーに展示予
　　定です。
　○入賞作品は人権啓発事業に活用させていただきます。
■申込み :作品の裏側に、氏名・性別・年齢・住所・電話
　番号を明記し、市人権政策課へお申し込みください。

連歌講座の受講者を募集します !

連
歌
は
、
五・七・五
と
七・七
を
複
数
の

参
加
者
が
読
み
継
い
で
作
品
を
完
成

さ
せ
る
伝
統
あ
る
文
芸
で
、
行
橋
市

で
は
今
井
祇
園
祭
の
行
事
と
し
て
室
町
時
代
か

ら
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
文
化

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
今
年
も
連
歌
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
・
場
所

　
・
第
１
回
　
７
月
16
日
（
土
）　
今
井
浄
喜
寺

　
・
第
２
回
　
８
月
20
日
（
土
）　
須
佐
神
社

　
い
ず
れ
も
13
時
～
17
時

◇
対
象
者

　
中
学
生
以
上

◇
申
込
み
・
問
合
せ

　
７
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
文

化
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平成 28 年度 第 12 回行橋連歌大会 ●問合せ　市文化課　
　TEL ２５ - １１１１（内線 1167）

◇申込先
〒８２４－８６０１ 行橋市中央 1-1-1
行橋市教育委員会 文化課
ＴＥＬ：２５- １１１１（内線 1167）
ＦＡＸ：２５- １５８２
Ｅメール：bunkaka@city.yukuhashi.lg.jp

昨年の様子
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【
市
民
総
踊
り
参
加
者
募
集
！
】

　
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

◇
日
時
　
８
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
16
時
～
16
時
30
分
（
予
定
）

◇
場
所

　
行
橋
駅
前
交
差
点
～
南
本
町
商
店
街（
予
定
）

◇
衣
装

　
各
団
体
で
使
用
し
て
い
る
衣
装
お
よ
び
Ｐ
Ｒ

で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
自
由
。

※
プ
ラ
カ
ー
ド
は
各
団
体
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
（
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
）。

◇
曲
目

　
祭
り
・
ゆ
・
く
・
は
・
し

※
各
団
体
に
お
い
て
練
習
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

◇
参
加
資
格

　
市
内
外
・
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
な
方

で
あ
れ
ば
１
人
か
ら
参
加
可
能
。

※
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
大
歓
迎
。

※
当
日
、
貴
重
品
に
つ
い
て
は
自
己
管
理
で
お

願
い
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　
ま
つ
り
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、７
月
28
日
（
木
）

開
催
の
説
明
会
に
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

【
申
込
先
】

〒
８
２
４‐
８
６
０
１ 

行
橋
市
中
央
１
‐
１
‐
１

市
商
業
観
光
課
内 

ま
つ
り
事
務
局

℡
２
５
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
２
）

【
み
こ
し
担
ぎ
手
募
集
！
】

　
職
場
や
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時
　
８
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
16
時
30
分
～
17
時
30
分

◇
場
所

　
行
橋
駅
前
交
差
点
～
行
橋
商
工
会
議
所

　
約
１
７
０
０
ｍ
（
予
定
）

◇
衣
装

　
各
団
体
等
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
ハ
ッ
ピ
、短
パ
ン
、

地
下
足
袋
（
ス
ニ
ー
カ
ー
で
も
可
）

※
衣
装
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ま
つ
り
当
日
の
貴
重
品
管
理
は
自
己
管
理
で
お

願
い
し
ま
す
。

◇
参
加
枠
　
２
基
程
度

　（
男
性
15
人
、
女
性
20
人
程
度
で
担
げ
る
み

こ
し
で
す
。
ま
た
、
交
代
で
担
ぐ
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
実
際
に
は
男
性
25
人
、
女
性
30

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
を
お
す
す
め
し

ま
す
）
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　
７
月
13
日
（
水
）
ま
で
に
、
ま
つ
り
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

2016 行橋夏まつり「こすもっぺ」各イベント参加者募集！ ●問合せ　市商業観光課内 まつり事務局
　TEL ２５ - １１１１（内線 1222）

　毎年７月は「社会を明るくする運動」の強調月
間です。「社会を明るくする運動」は、犯罪や非
行をした人の立ち直りについてみんなで考え、犯
罪や非行が起きない社会をつくろうと全国で行わ
れている運動です。また、国とボランティアが力
を合わせて、犯罪から立ち直りを支えていくのが
“更生保護”という活動です。行橋市では、現在
30人の保護司が活躍しています。

【問合せ】
　京都保護区サポートセンター　℡25-1200

第 66 回社会を明るくする運動
～立ち直りを支える地域のチカラ～

の強調月間

“上海国際青少年サッカー団”が
来日します！

　8 月に上海国際青少年サッカー団（約 100 人）が、
行橋市にてサッカー合宿を行います。
　行橋市全体で歓迎しましょう！

【問合せ】市スポーツイベント課
　　　　 ℡ 25-1111（内線 1349）

▲昨年のまつりの様子。
　担ぐみこしはこの大き
　さです。

　同時に、言葉の面でサポートしてくださる
中国語通訳ボランティアの登録を受け付けま
す。下記へお申し込みください。

【申込み先】市市民相談室
　　　　　25-1111（内線 1387 ～ 1389）

⑨　28．7．1

行
橋
市
民
会
館
は
、
10
月
31
日
を
も
っ
て
閉

館
し
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
「
行
橋
市
民

会
館
閉
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
等
の
冠
称
を

付
し
て
実
施
す
る
事
業
は
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
等

の
使
用
料
を
免
除
し
ま
す
。

◇
対
象
事
業

①
平
成
28
年
10
月
１
日
～
31
日
の
期
間
に
実
施
さ
れ
、

市
民
の
誰
も
が
鑑
賞
で
き
る
公
開
の
事
業
等
で
、
本

市
の
文
化
芸
術
を
振
興
し
、
閉
館
記
念
事
業
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

②
行
橋
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

使
用
す
る
も
の
。

③
閉
館
記
念
事
業
の
冠
使
用

　「
行
橋
市
民
会
館
閉
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
等
の
閉
館

を
記
念
す
る
冠
称
を
掲
げ
て
事
業
を
行
う
も
の
。

（
例
）
市
民
会
館
閉
館
記
念
、
あ
り
が
と
う
市
民
会
館

な
ど

◇
対
象
外
の
事
業

　
政
治
的
ま
た
は
宗
教
的
な
内
容
を
含
む
事
業
、
法

令
等
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業
、
事
故
防
止
等
安

全
面
に
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
事
業
な

ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◇
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
等
使
用
料
の
免
除

　
申
請
後
、
閉
館
記
念
事
業
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
照
明
・
音
響
機
器
、
会
議
室
、

冷
房
施
設
等
の
使
用
料
を
免
除
し
ま
す
。

◇
申
請
方
法

　
使
用
料
の
減
免
申
請
書
に
事
業
の
内
容
が
分
か
る

書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民会館閉館記念（冠）事業に対する使用料の免除 ●問合せ　市財政課 管財係　
　TEL ２５ - １１１１（内線 1413）

今
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動
で
は
、
次
の
３

点
を
重
点
に
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組

み
ま
す
。

１ 

飲
酒
運
転
の
撲
滅

　
飲
酒
運
転
は
「
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
」
そ
し
て
「
見
逃
さ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。
お
酒
を
飲
ん
だ
翌
日
に
運
転
を
す
る
予
定
が
あ
る

と
き
は
、
飲
酒
量
、
飲
酒
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
運
転
者
は
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
し
、
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
高
齢
者
の

方
は
運
動
能
力
に
応
じ
た
安
全
運
転
を
心
掛
け
、
歩

行
者
は
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
自
転
車
は
自
動
車
と
同
じ
「
車
両
」
で
す
。

※
自
転
車
運
転
者
講
習
に
つ
い
て

　
昨
年
６
月
か
ら
、
危
険
行
為
（
信
号
無
視
、
酒
酔

い
運
転
、
通
行
区
分
違
反
な
ど
）
を
３
年
以
内
に
２

回
以
上
繰
り
返
し
た
自
転
車
運
転
者
に
は
、
自
転
車

講
習
の
受
講
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
し
な
い

場
合
は
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

●問合せ　市市民相談室
　TEL ２５ - １１１１（内線 1388）夏の交通安全県民運動を実施します！

7 月 10（日）から 19 日（火）まで

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
走
の
禁
止

　
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

ゆくゆく Information

８
月
27
日
（
土
）
に
今
年
も
開
催
予
定
の
「
こ

す
も
っ
ぺ
」で
は
、フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
《
花

火
大
会
》
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に

多
く
の
方
に
行
橋
市
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
ま
ち
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
未
来
に
続
く
夏
ま

つ
り
と
し
て
い
く
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
し
く
み

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
目
標
額
は
百
万
円
で
す
。
花
火
大
会
終
了
後
に
市

報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
集
ま
っ
た
寄
附
額
、
ま

た
希
望
さ
れ
た
方
に
限
り
、
氏
名
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
厚
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）額
　
５
千
円
か
ら

◇
申
込
み

　
７
月
１
日
（
金
）～
８
月
19
日
（
金
）
に
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ 

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
）
か

ら
直
接
申
込
み

②
市
総
合
政
策
課
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

　
申
請
書
が
必
要
で
す
。
窓
口
に
用
意
、
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
ま
す
。
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

申
請
書
の
取
り
寄
せ
も
可
能
で
す
。

☆
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

　
自
治
体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
共
感
し
た
方
に
寄
附
を
い
た
だ
き
、
目
的
の
事
業
を

行
う
こ
と
で
す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に
お
け
る
「
寄

附
金
特
例
控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
一
定
金
額
の
寄
附
ま
で

は
寄
附
者
の
実
質
的
な
負
担
は
２
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
返
礼
品
は
ご

用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
目
標
金
額
を
達
成
し
な
い
場

合
で
も
、
寄
附
金
の
返
金
は
行
わ
ず
、
花
火
大
会
の
費
用
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●問合せ　市総合政策課
　TEL ２５ - １１１１（内線 1422）夏まつり「こすもっぺ」花火大会へのご支援をお願いします！

「ふるさと納税」の仕組みを活用したクラウドファンディングを行います
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まちの話題

ニュース&トピックス
       　 

あなたのまわりの身近な話題を待っています。広報係までご連絡ください。（TEL 25 ‐ 9688）

笑顔でつなごう ホームステイ交流
　市教育委員会と姉妹提携を締結しているグレース・
チャーチ・スクール（ニューヨーク）の生徒 17 人と
教員３人が６月 17 日から 24 日まで行橋を訪問し、交
流を深めました。市内の中学生に豊かな国際感覚を身
に付けてもらおうと平成６年に始まったホームステイ
型の交流事業で、ほぼ１年ごとに派遣と受け入れを繰
り返しています。研修センターで行われた対面式では
行橋に訪問歴のある教員のアンバー・ワードさんが「快
く受け入れていただいて感謝しています。皆さんとの
交流は、宝物のように貴重な経験です」とあいさつを
したのに続き、双方の生徒が笑顔で握手を交わしまし
た（写真上）。グレース・チャーチ・スクールの一行は、
一般の家庭に滞在しながら中学校と高校へ通学。日本
の学校生活を体験したり、アメリカでの学校生活や習
慣について発表するなどしました（下）。

Ｊリーグ直伝 スポーツの楽しみ方
　行橋市とフレンドリータウン協定を結んだギラヴァ
ンツ北九州が、６月から行橋市サッカー場で育成スク
ールを開始しました。行橋スクールには年中・年長児
～小学４年生の 29 人が所属。専属コーチからボール
を使いながら体を動かす楽しさや、フェアプレー精神
の大切さなどを教わっています。今後はクラブが運営
するスクールの交流大会に出場するほか、出前教室と
いった地域活動にも取り組みたいとのことでした。

地域ぐるみで子育てを
　６月 18 日、男女共同参画センターる～ぷるで行橋
市の「男女共同参画の日」を記念して第 11 回る～ぷ
るフェスタが開催されました。市の男女共同参画審議
会委員として男女共同参画を推進する条例づくりにも
参加した西日本工業大学デザイン学部講師の竹中知華
子さんが子育てについて講演を行い、誠実さや忍耐強
さ、社交性などの能力は、学校や地域などで人から学
び獲得するものであると来場者に語りかけました。

ま ち の 話 題

⑪　28．7．1　

ニュース ＆トピックス

豪快な響きに惜しみない拍手
　九州各地の愛好家グループが出演する和太鼓の祭典
「どんどこ音楽祭」が６月 12日、行橋市民会館で開催さ
れました。平成９年にスタートしたこの音楽祭は、通算
で 19回目。主催の飛龍八幡太鼓奉友会を始め、県内や
大分県・宮崎県の 15団体が勇壮な太鼓の演奏を披露す
ると客席から大きな拍手が起こりました。また、会場の
ロビーでは熊本地震の義援金と盲導犬を支援する募金も
行われ、多くの善意が寄せられました。

多彩なまちづくりで京築の魅力をアップ
　行橋市を始めとする京築の２市５町が福岡県と協働
して地域の活性化を行う「京築連帯アメニティ都市圏
構想」の推進会議が６月３日、苅田町で開催されまし
た。会議には小川知事や田中市長などの首長や各自治
体の幹部が出席。昨年度に実施した特産品のブランド
化や観光事業等の取り組みが報告されたのに続き、定
住人口の増加・神楽を通じた地域活性化など５つのプ
ロジェクトを進めていくことが決定されました。

美味しいお芋ができますように
　６月７日、行橋高校の農業技術科の３年生 7人と認
定こども園コスモスの年長組園児 42 人が高校の農場
でサツマイモのつる挿しを行いました。同校では農作
物の栽培を通して、園児との交流や食育活動に取り組
んでおり、高校生が園児に苗の植え方を優しく指導し
ていました。11 月には園児と一緒に芋ほりを行うと
のことで、園児たちは「焼き芋にしてバクッと食べた
いです」と話していました。

身近な環境を大切に
　６月 20 日、延永小学校で総合的な学習の時間の一
環として、福岡県浄化槽協会による出前講座が開催さ
れました。４年生児童が浄化槽の仕組みや水の中の汚
れを分解する微生物などについて協会の職員から教わ
った後、ソースや牛乳など家庭からの排水が川に流れ
込むと、どれだけ川の水が汚れるのか実験を通して体
験しました。子どもたちは川の環境を守るために、自
分たちに何ができるのかをみんなで考えていました。
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行
橋
校
区

《
今
川
》
今
川
ダ
ム
・
今
川
大
橋
付
近
・
新
今
川
橋

下
《
長
峡
川
》
亀
川
・
法
務
局
・
統
計
事
務
所
・
裁

判
所
前
・
天
理
教
前
・
行
橋
小
付
近
・
杭
田
井
堰
・

新
長
峡
川
橋
・
御
蔵
下
橋
《
井
尻
川
》
宮
市
橋
・
真

須
田
橋
・
須
賀
里
橋
付
近
・
秋
桜
橋
付
近
・
西
宮
市

４
‐
９
付
近

行
橋
南
校
区

《
今
川
》
文
久
井
堰
・
今
川
橋
下
流
・
内
新
地
井
堰
・

大
和
町
横
・
鉄
橋
上
流
・
鉄
橋
下
・
大
野
井
入
口
付

近
・
消
防
署
横
・
今
井
渡
橋
上
流
・
渡
橋
下
流
付
近
・

若
葉
町
付
近
・
南
公
民
館
裏
《
江
尻
川
》
国
道
橋
下

井
堰
・
川
島
市
住
裏
・
南
部
ポ
ン
プ
付
近
・
蔵
丸
橋
・

九
助
橋

行
橋
北
校
区

《
小
波
瀬
川
》
小
波
瀬
橋
付
近
・
与
原
井
堰
・
行
橋

北
小
裏
・
汐
入
橋
・
猪
熊
橋
付
近
・
土
屋
根
井
堰
・

殿
町
分
譲
住
宅
《
そ
の
他
》
六
反
田
踏
切
付
近
・
北

小
前
用
水
路
・
京
橋
付
近

椿
市
校
区

《
小
波
瀬
川
》
下
川
原
井
堰
・
宇
土
井
堰
・
大
行
事

井
堰・真
先
橋
付
近・上
川
原
井
堰・平
尾
１
号
橋《
そ

の
他
》
山
川
原
池
・
宮
比
田
池
・
宮
之
下
池
・
菖
蒲

池
・
掌
ヶ
迫
池
・
野
中
池
・
猪
迫
池
・
大
田
ヶ
迫
池
・

猿
喰
池
・
マ
ナ
ゴ
池
・
大
束
池
・
赤
池
・
天
サ
ヤ
池
・

御
清
水
池
・
徳
間
池
・
水
札
原
大
池

延
永
校
区

《
長
峡
川
》
下
津
熊
公
民
館
・
給
食
セ
ン
タ
ー
横
・

延
永
公
民
館
前
・
延
永
小
付
近
・
杭
田
井
堰
・
用
水

路
貴
船
井
堰
《
小
波
瀬
川
》
小
井
出
井
堰
・
焼
米
畦

橋
付
近
《
そ
の
他
》
廻
ヶ
迫
池
・
宮
田
迫
池
・
上
小

口
迫
池
・
下
小
口
迫
池
・
栗
ヶ
迫
池

蓑
島
校
区

《
そ
の
他
》
天
神
屋
裏
入
江
・
漁
港
横
・
小
糸
ヶ
浜
・

文
久
団
地
バ
ス
停
付
近
・
埋
立
地
の
た
め
池
・
西
部

漁
港
・
元
養
鰻
場
付
近
・
市
民
体
育
館
入
口
バ
ス
停

付
近
・
研
修
セ
ン
タ
ー
奥
水
門
付
近

子どもを
　水難事故 から守ろう

仲
津
校
区

《
長
野
間
・
祓
川
》
港
橋
下
付
近
・
辻
垣
橋
付
近
・

津
留
井
堰
《
そ
の
他
》
イ
モ
リ
池
・
山
神
池
・
下
池
・

上
庄
ヶ
迫
池
・
引
水
導
池
・
下
迫
池
・
山
田
池
・
鴨

田
池
・
井
無
田
池
・
次
郎
池
・
下
庄
ヶ
迫
池
・
赤
迫

池
・
石
堂
池
・
中
池
・
新
池
・
小
池
・
小
迫
池
・
弥

五
郎
池
・
畠
田
池
・
稲
童
浜
海
岸
・
菰
池
・
五
反
田

池
・
尾
曲
池
・
怪
道
池
・
井
ノ
迫
池
・
大
迫
池
・
柳
ヶ

迫
池
・
蓮
池
・
井
の
廻
り
池
・
小
迫
池
（
駅
前
２
区
）・

吉
ヶ
迫
池
（
東
徳
永
）・
松
山
池

稗
田
校
区

《
長
峡
川
》
中
川
井
堰
・
友
定
井
堰
・
権
田
井
堰
・

銀
杏
の
木
橋
下
流
《
井
尻
川
》
大
谷
井
堰
・
日
焼
井

堰
《
そ
の
他
》
前
田
大
池
・
さ
や
け
谷
池
・
住
吉
池
・

新
三
角
池
（
西
谷
）・
宮
ヶ
迫
池
（
大
谷
）・
往
還
池

（
大
谷
）・
往
還
上
池
（
大
谷
）・
新
池
（
大
谷
）・
鰯

無
用
池
（
大
谷
）・三
角
池
（
大
谷
）・三
角
新
池
（
大

谷
）・中
原
池
（
津
積
）・堂
ヶ
迫
上
池
（
西
谷
）・堂
ヶ

迫
下
池
（
西
谷
）・
壹
水
迫
池
（
西
谷
）・
西
ヶ
迫
池

（
新
杉
）・
松
ヶ
迫
池
（
宮
の
杜
）・
下
新
池
（
前
田
）・

蒲
田
池
（
上
稗
田
）

今
川
校
区

《
今
川
》
方
志
丸
井
堰
・
流
末
井
堰
・
大
野
井
井
堰
・

本
田
井
堰
《
井
尻
川
》
大
井
堰
《
そ
の
他
》
裏
ノ
谷

池
・
松
田
池
・
天
生
田
大
池

泉
校
区

《
祓
川
》
今
井
本
田
井
堰
・
日
明
井
堰
・
万
台
原
井

堰
《
今
川
》
寺
畔
橋
下
流
・
南
水
路
国
道
付
近
《
そ

の
他
》
長
江
の
池
・
塚
田
池
・
大
池
・
上
西
池
・
カ

マ
ワ
リ
の
池
・
竹
田
池
・
長
池
・
下
西
池
・
羽
根
木

前
田
池

今
元
校
区

《
今
川
》
今
川
ダ
ム
・
今
川
大
橋
付
近
・
新
今
川
橋

下
流
《
祓
川
》津
留
井
堰・祇
園
田
井
堰・川
田
井
堰・

鶴
井
堰
・
祓
川
橋
付
近
・
沓
尾
橋
下
・
沓
尾
橋
上
の

水
門
《
江
尻
川
》
沓
尾
入
口
対
岸
・
金
屋
井
堰
・
江

尻
川
潮
止
め
付
近
《
そ
の
他
》
竜
日
売
神
社
前
・
北

代
池
・
松
山
池
（
祇
園
団
地
）

 ～市内の危険場所をお知らせします～

行
橋
市
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴

い
、
行
橋
市
立
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
（
以
下
「
学
校
」
と
い
う
。）

の
小
規
模
化
が
進
行
す
る
中
で
、
学
校
生
活
、
学
校
運
営
に
関
す
る

諸
問
題
を
調
査
し
、
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配
置
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
行
橋
市
教
育
委
員
会
で
は
、
行
橋
市
学
校
規
模
適
正

化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
検
討
委
員
会
設
置
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
名
称
　
行
橋
市
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会

◆
職
務
の
内
容

　
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、
学
校
の
規
模
お
よ
び
配
置
の
適
正

化
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、
な
ら
び
に
適
正
化
に
向
け
た
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、教
育
委
員
会
に
答
申
を
行
う
。

◆
委
員
の
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
答
申
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
※
平
成
28
年
７
月
～
平
成
29
年
３
月
（
予
定
）

◆
会
議
の
開
催
　
必
要
に
応
じ
て
随
時
開
催

◆
応
募
の
資
格
　次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

　
・
教
育
行
政
、
学
校
教
育
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
方

　
・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

　
・
平
成
28
年
７
月
１
日
現
在
で
、
満
18
歳
以
上
の
方

　
・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
検
討
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

　
・
本
市
議
会
議
員
お
よ
び
市
職
員
で
な
い
方

◆
募
集
人
数
　
４
人
（
内
２
人
は
女
性
と
す
る
）

◆
応
募
方
法
　
検
討
委
員
会
委
員
応
募
用
紙
に
よ
る
申
込
み

◆
応
募
期
限
　
７
月
15
日
（
金
）
必
着
（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

　
※
応
募
用
紙
は
市
教
育
政
策
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.yukuhashi.fukuoka.

jp/educate/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
市
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課
　

　
　
　
　
　
　
℡
２
５
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
３
、１
３
４
２
）

●問合せ
　市教育委員会
　　学校教育課指導室
℡ 25-1111（内線 1356）

⑬　28．7．1

　子育ての応援ができるように、生後 4 カ月までの赤
ちゃんがいるご家庭を対象に家庭訪問を行います。
◆対象者：平成 28 年４・５月生まれの赤ちゃん
◆訪問者：助産師、保健師、保育士など
◆内 容：赤ちゃんの育児のご相談、
　　　　　　　  乳幼児健康診査・定期予防接種のご説明、
　　　　　 育児相談（ハグルーム）やサークルなどのご案内
◆料 金：無　料
◆問合先：子育て支援センター（℡ 25-5488）
※訪問時、出生届の手続きの際にお渡しした " こんに
　ちは赤ちゃん訪問アンケート "を回収します。
※日程は事前にご連絡します。プライバシーは厳守し
　ます。

乳児家庭全戸訪問事業
７月の“こんにちは赤ちゃん訪問”

子育て支援係からのお知らせ
　　　　℡ 2５-１１１１（内線 1183、1184）

◆日 時：7 月 19 日（火）9 時 30 分～ 11 時
◆場 所：ウィズゆくはし 
◆対象者：行橋市在住の赤ちゃんと保護者
◆内 容：個別の母乳相談、育児相談に
　　　　　  保健師・助産師が応じます。
◆申込締切：7 月 12 日（火）

ハグルーム（育児相談） 要予約

　乳幼児は、体温調節の機能が未熟です。暑い時期は
すぐに体温が上がって汗をかき、脱水症状などを起こ
すことがあります。炎天下でのお出かけは、こまめに
日陰で休息して水分補給に気をつけましょう。
　また、暑い夏には車中が１時間で 50 度にもなります。
大人が車から出るときは、ほんの少しの間でも子ども
をひとりにしないようにしましょう。子どもの熱中症
は死亡にもつながります。熱中症を正しく理解し、予
防に努めてください。

《子どもの症状例》
▼顔が真っ赤になる▼大量の汗をかく▼不機嫌
▼おしっこが少ない▼唇が渇いている▼抱くと体が熱い

《症状が出た際の対策法》
▼涼しい場所へ避難させる
▼衣服を脱がせ、身体を冷やす
▼水分・塩分を補給する
▼自分で水などが飲めない時は、大至急病院へ！

熱中症は７月～８月のピークです！

　夏休みに親子で料理を作ってみませんか？おじい
ちゃん、おばあちゃんも大歓迎。たくさんのご参加を
お待ちしています！

親子料理教室のご案内

◆日 程
① 7 月 27 日（水）　10 時～ 13 時　
② 8 月 23 日（火）　10 時～ 13 時
　　　　　※ 10 分前までにお越しください
◆場 所：ウィズゆくはし 2 階　栄養指導室

◆対象者：小学生とその保護者
◆定 員：いずれも先着 16 組　
◆持参品：ひとりにつき米一合、手ふきタオル、
　　　　　 水筒、エプロン、マスク、三角巾、
                子ども用上靴
◆申込期間：① 7 月 5 日（火）～ 7 月 15 日（金）
　　　　　  ② 7 月 5 日（火）～ 8 月 12 日（金）
　　※1組１回の参加で定員になり次第締め切ります。

集団健診　申込み受付中！
　7 月から集団健診が始まります！健康づくり推進係では、集団健診の申込みを受付中です。
年に 1 度は健診を受診して、病気の「芽」をつみとりましょう！

受付期間中でも、定員になり次第締め切りとなります。上記の日程以外も
受け付けています。詳細は市報 5月 1日号折込みの「ゆくはしいきいき
ガイド」をご覧いただくか、健康づくり推進係までお問合せください。

健診日 健診場所 内容 受付締切
　8 月 22 日（土） ウィズゆくはし がん検診 7 月 15 日（金）　8 月 22 日（月） 泉公民館 国保セット健診
　8 月 24 日（水） ウィズゆくはし 国保セット健診 7 月 19 日（火）
　8 月 31 日（水） ウィズゆくはし 国保セット健診 7 月 27 日（水）

＜８月の健診日程＞ ＜内容について＞
◆国保セット健診
　国民健康保険被保険者で 40 ～ 70 歳
の方が対象。特定健診とがん検診が同
時に受診できます（がんのみは不可）。
◆がん検診
　行橋市の方であれば、保険の種類
は関係なくがん検診を受診できます。

行橋市食生活改善推進会

あなたの健康を応援します　℡2３-８８８８
健康づくり
推進係



　7 月 21 日（木）、行橋公民館にて
開 催！ 時 間 は 18 時 30 分 ～ 20 時
30 分で、参加費は 100 円です。

～近場で国際交流～

　行橋 w
フ ァ ー ナ ァ ウ

hānau

市

民

の

伝

言

板

難
病
サ
ー
ク
ル
　
笑
っ
て
暮
ら
そ

　
難
病
患
者
や
家
族
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
等
に
、

ひ
と
時
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う

サ
ー
ク
ル
で
す
。
何
で
も
話
せ
る
情
報
交
換
の
場
、

仲
間
が
い
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
場
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

★
日
時
　
７
月
17
日
（
日
）
14
時
～
16
時

　
※
通
常
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
予
定

★
場
所
　
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

★
参
加
費
　
５
０
０
円
（
会
場
費
等
）

★
問
合
せ
　
℡
０
９
０
‐
７
２
９
８
‐
１
３
６
６

　（
事
務
局
）

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
合
唱
団
説
明
会

　
来
年
７
月
開
催
予
定
の
第
８
回
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト(

テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
榛し
ん
ば葉
樹し
げ
と人
さ
ん

等
出
演
）
で
オ
ペ
ラ
を
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
せ
ん

か
？
初
め
て
の
方
で
も
、
行
橋
出
身
の
テ
ノ
ー
ル

歌
手 

岡
聡
一
郎
さ
ん
が
指
導
し
ま
す
。

★
日
時
　
７
月
17
日
（
日
）
10
時
～
11
時
30
分

★
会
場
　
行
橋
市
中
央
公
民
館

★
問
合
せ
　
℡
０
８
０
‐
１
７
３
８
‐
１
６
９
２

　（
織
田
）

英
語
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
会

 
　
英
語
の
絵
本
や
歌
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？
参
加
無
料
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
、

年
齢
を
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。

★
日
時
　
７
月
31
日
（
日
）
10
時
30
分
～
11
時
30
分

★
会
場
　
瓢
ひ
ょ
う

鰻ま
ん

亭て
い

（
み
や
こ
町
豊
津
）

★
問
合
せ
　
℡
０
８
０
‐
６
１
５
５
‐
０
４
９
４

　（
木
村
）info@

eigotadoku.net

北
部
九
州
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
会

　
　
　
　
第
９
回 

癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
男
性
合
唱
団
「
中
津
メ
ー
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
定
員
は
50
人
で
、
事
前
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。

★
日
時
　
７
月
31
日
（
日
）
14
時
30
分
～
15
時
30
分

★
会
場
　
在
宅
療
養
支
援
施
設
「
ひ
と
息
の
村
」　

　
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
２
階
（
行
事
７
‐
25
‐
３
）

★
費
用
　
一
般
：
３
０
０
円
　

★
申
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　７月は期末の時期ですね。振り返れば、私の今までの
人生の大半は学校生活でした。今回はニュージーランド
の学校について話そうと思います。
　小学校は５歳から始まります。勉強はそこそこやって
いましたが、主な「勉強」は遊びでした。担任の先生が
１人で 15 人ぐらいのクラスの全てを教えます。小学生
の頃の記憶は曖昧になってしまいましたが、いくつかの
断片が思い浮かびます。一つは、先生の「マジック・バッ
グ」です。全ての科目を小さな紙に書いて、このバッグ
の中に入れたんです。そして、先生はランダムで１人の
子供を呼んで、その子に紙を引かせます。引いた科目は
その日の授業になります。
　小学校５年の後は「インターミーディエット学校」に
２年、そして高校５年です。高校は３年目から全国の高
校資格試験「NZQA」を受けます。同じく、３年目から
は必修科目も段々と減ります。４年目は英語だけが必修
で、最後の５年目は全ての科目が自由に選べます。「自由」
と言っても、好きに選べる訳でもありません。皆は高校
の時から大学の専攻を考た授業を選ばなければなりませ
ん。例えば、将来会計を専攻したい人は高校３年から会

Aotearoa 日記
行橋市国際交流員アンナの

【No.10】ニュージーランドの教育システム

【問合せ】市 市民相談室
　〒 824-8601　行橋市中央 1-1-1
　℡ 25-1111（内線 1388、1389）　FAX 24-8226
　E メール：shiminsoudanshitsu@city.yukuhashi.lg.jp

計を受けないと、５年目の時はもう会計の授業を受ける
ことができません。将来を計画するのは難しいですが、
友達と一緒に悩んで、考えて、討論することは今、全部
大切な思い出になりました。
　私は５年目の時、経済、物理、統計学、日本語と美術
を選考しました。成績は学期中のテストやアサインメン
トの「インターナル」と学期末の試験、論文や作品の提
出の「エキスターナル」の両方をまとめ、総得点になり
ます。私にとって、一番難しかったのは美術でした。自
分が考えたテーマを１年かけて、色々なサイズや書き方
の絵をまとめて、３枚のＡ０サイズのボードに貼ります。
そして、その約３キロのボードが首都に郵送され、そこ
で採点されますが、成績が出た後はまた家に配達される
ので、１年の頑張りが形になり、私の手元に無事に戻っ
てきて良かったです。
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介護職員初任者研修受講
市介護保険課 高齢者支援係 内線 1175  
　介護業務に従事しようとする方および
従事している方を対象に介護職員初任者
研修を開催します。
■日時：講義・実技 =10 月 12 日～平成
29 年 1 月 25 日の間の指定された水・金
曜日（全 25 回）　10 時～ 17 時
■場所：「いこいの里」（みやこ町犀川
古川 50）、「すどりの里」（みやこ町豊津
2174-1）
■募集人数：11 人※申込多数の場合は
7 月 29 日（金）10 時から抽選会を行い
ます。
■受講料：20,000 円（テキスト・諸経費）
■申込み：7 月 22 日（金）までに市介
護保険課高齢者支援係へお申込みくださ
い。※印鑑持参

海技免許の更新について
関門海技免許センター

083-266-4029　 http://kanmon-k.jp
■日時：8 月 6 日（土）
　　　　10 時から（9 時 30 分から受付）
■場所：サンワークゆくはし
■費用：小型免許更新講習　8,500 円
小型免許失効再交付講習　14,400 円
※新免状送料込み
■持参品：海技免許証、写真 2 枚（縦
4.5cm ×横 3.5cm、スピード写真可、6
カ月以内の写真）、免許証に記載されて
いる現住所等に変更がある場合は、本籍
地記載の住民票が必要になります。
※詳細は事前にお問い合わせください。

中卒程度認定試験
福岡県教育庁　義務教育課 

092-643-3909
■受験資格：①就学義務猶予者の方・就
学義務猶予免除者であった方で、平成
29 年 3 月 31 日までに満 15 歳以上にな
る方②保護者が就学させる義務の猶予ま
たは免除を受けないまま平成 29 年 3 月
31 日までに満 15 歳に達する方で、その
年度の終わりまでに中学校を卒業できな
いと見込まれることについてやむを得な
い事由があると文部科学大臣が認めた場
合③平成 29 年 3 月 31 日までに満 16 歳
以上になる方（①および次の④に掲げる
場合を除きます）④日本国籍を有しない
方で、平成 29 年 3 月 31 日までに満 15
歳以上になる方
■出願書類交付
　7 月 11 日（月）～ 9 月 9 日（金）
■申込期間
    8 月 22 日（月）～ 9 月 9 日（金）
■出願書類の配布場所
〒 812-8575 福岡県教育庁教育振興部
　　　　　 義務教育課　学事係
※出願書類の郵送を希望する方は、角型
2 号の返信用封筒（住所、氏名、郵便番
号を明記し、205 円切手を貼付したもの）
を同封して、上記宛に請求してください。

福岡県職員民間企業等
職務経験者採用試験
県人事委員会事務局　任用課

092-643-3956
ht tp ://www.pref . fukuoka. lg . jp/

contents/saiyo.html
■受験資格：昭和 32 年 4 月 2 日以降の
生まれで、平成 28 年 6 月末日現在、民
間企業等の職務経験が 5 年以上ある方
■受付期間：7 月 19 日（火）～ 29 日（金）
インターネットの場合は 7 月 19 日（火）
～ 26 日（火）
■試験日：8 月 28 日（日）

福岡県公衆衛生医師採用試験
県保健医療介護総務課 092-643-3237
　福岡県保健福祉環境事務所などで保
健・医療・介護施策の企画立案に携わる
医師を募集します。業務内容、応募要件、
採用時期、申込方法などは上記までお問
い合わせください。
■採用予定人数：3 人
■選考方法：面接、小論文など
■締切：8 月 5 日（金）

●スポーツ●
大会出場者への奨励金の支給
行橋市体育協会　 25-8222
　全国大会・国際大会出場者に奨励金を
支給します。
■支給基準：行橋市内に実際に在住し、
支部大会・県大会等の予選大会を勝ち上
がって全国大会・国際大会に出場する団
体および個人を対象にします。
※単年度限りで終了する記念大会等は除
きます。
■提出品：①全国大会等への出場を証明
するもの ②申請者が本人または保護者
であることを証明できるもの（免許証等）
③申請者の印鑑（団体の場合は、当該団
体の代表者の印鑑）
■申込み：本人、または保護者（選手が
未成年の場合）が、全国大会等の開催 3
日前までに申請してください。なお、申
請期間を過ぎると、無効になります。

第 44 回行橋市水泳大会
行橋市体育協会　

25-8222
■日時：8 月 7 日（日）
■会場：今元中学校
　　　　 プール
■参加資格
①行橋市内の小・中学校、高等学校に在
籍する児童および生徒。ただし、市外校
の児童・生徒でも行橋市内在住であれば
参加できます。
②行橋市内に在住または在勤する 18 歳
以上の方。ただし大学の水泳部に所属す
る方は参加できません。
■申込み：申込書を 7 月 22 日（金）必着
で、行橋市体育協会（行橋市中央 1-1-1
市役所 3 階生涯学習課内）に提出してく
ださい。
※種別・区分等、詳細はお問合せください。

早朝太極拳をしてみませんか！
行橋市体育協会 太極拳部長　中野さん

22-1722
■日時：7 月 17 日（日）・24 日（日）・
31 日（日）、8 月 7 日（日）・21 日（日）・
28 日（日）の 6 時 30 分～ 7 時
■場所：正八幡神社（神田町 8-1）
■準備品：運動できる服装、帽子、水筒

Information

７月の「ふくいち」
ふくいち友の会（内田さん）　
090-7392-0252

　今回は 2 日にわたり「夜のふくいち」
も開催します。夏休みにあわせて、大
そうめん流し（無料）や親子陶器風鈴
絵付け体験、うなぎ釣り、ミニミニラ
イブなどを予定しています。
■日時：7 月 30 日（土）17 時～ 21 時
　　　　7 月 31 日（日）   9 時～ 16 時
　　　　　　　   および 18 時～ 21 時  
　 ※なお、天候不順の際はお問い合わせ
　 　ください。

■会場：正八幡宮境内（神田町 8-1）
■駐車場：正八幡神社の駐車場と周辺
のコインパーキングが利用できますが、
できるだけ公共交通機関の利用をお願
いします。
☆次回は 8 月 21 日（日）の開催です。



あけど窯と仲間たち展
あけど窯代表　吉永さん

 090-7155-3110
　一昨年に続き、陶芸・神楽面・能面・
布人形・樹脂粘土の山野草・木工製品の

展示会を開催しま
す。市指定史跡・
守田蓑洲旧居の見
学も兼ねてご来場
ください。入場無
料です。

■期間：7 月 17 日（日）、18 日（月・祝）
　10 時～ 17 時　※入場は 16 時 30 分まで
■会場 : 守田蓑洲旧居  （行橋市沓尾 181）

サマーフェスティバル in 築城
航空自衛隊築城基地渉外室　

56-1150（内線 207）
　ステージイベントや盆踊り、花火、各
種出店などを予定しています。一般用の
駐車場はありませんので、公共交通機関
をご利用ください。
■日時：7 月 22 日（金）
　16 時 30 分～ 20 時 30 分（開放時間）
■会場：築城基地グラウンド

九州職業能力開発大学校
キャンパス見学会
九州職業能力開発大学校　学務課

093-963-8358
　機械、電気、電子情報、建築系の分野
におけるものづくり教育を行う学校で
す。当日は入試制度や大学校の概要説明、
体験授業などを予定しています。事前の
申込みは不要です。
■日時：7 月 18 日（月・祝）、8 月 20 日（土）
　　　の 13 時～ 16 時

行橋市多世代交流将棋大会
日本将棋連盟行橋支部長　小林さん

23-4116
①Ａ級（3 段以上）②Ｂ級（2 段～ 1 級）
③Ｃ級（1 級以下）④小学生クラス
⑤初心者クラス（将棋を始めたい方）
※小学生のＡ、Ｂ、Ｃ級参加は可
■日時：8 月 7 日（日）9 時 30 分～ 16 時
■会場：行橋市中央公民館
■参加費：一般／ 1,500 円　女性・高校
生／ 1,000 円　小中学生／ 800 円
※いずれも昼食込
■締切：7 月 25 日（月）までに上記へ

ポイント方式県営住宅入居者募集
福岡県住宅供給公社県営住宅管理部

092-781-8029
福岡県県営住宅課　 092-643-3739
■募集住宅
　県内に所在する県営住宅です。募集対
象団地、募集戸数等の詳細については募
集案内書をご覧ください。
■募集案内書配布期間および申込受付期間
　7 月 13 日（水）～ 22 日（金）
申込み手数料は不要です。
■募集案内書配布場所
　福岡県住宅供給公社、公社管理事務所

（北九州・福岡・筑後・筑豊）、公社管理
事務所出張所（行橋・大牟田・直方・田川）、
福岡県県営住宅課、県内の各市（区）役
所および町村役場、各地区県民情報コー
ナー（京築・北九州・筑後・筑豊）ほか

裁判所サマースクール
福岡地方裁判所小倉支部　庶務第一課

093-561-3431（内線 2723）
 中学生および高校生を対象に無料の裁
判傍聴見学会を実施します。定員は 50
人で、保護者等の同伴も可能です。
■日時：8 月 3 日（水）
13 時 10 分～ 15 時 10 分
■場所：福岡地方・家庭裁判所小倉支部
　　　　（小倉北区金田 1-4-1）
■申込み：7 月 7 日（木）の 9 時から電話
　　　　　または窓口で受け付けます。

統計グラフコンクール作品募集
県統計協会京築支部

（みやこ町総合政策課内） 32-2511
　統計について知ってもらおうと、小学
生以上の児童・生徒および一般の方を対
象に募集するもので、参加者が研究テー
マを決め、所定の用紙（Ｂ２サイズ）に、
グラフを使って成果を表現します。
　特選、入選、佳作を選出し、優秀作品
は全国大会に出品されます。
■締切：9 月 7 日（水）　詳細は「ふく
おかデータウェブ」を検索してください。

職業訓練講座
豊前地区職業訓練協会 0979-82-1511
　定員になり次第締め切りとなります。
電話で上記の連絡先へお申込みくださ
い。会場はいずれも豊前地域職業訓練セ
ンター（豊前市八屋 1926）で、定員は
各 20 人です。
【パソコン基礎講座】
■対象：初心者　
■期間：7 月 13 日（水）～ 27 日（水）
■費用：受講料 8,220 円 別途テキスト代
【ワード基礎講座】
■対象：パソコンの基本操作ができる方
■期間：7 月 29 日（金）～ 8 月 10 日（水）
■費用：8,220 円 別途テキスト代
【二級土木施工管理技士受験対策講座】
■対象者：実務経験のある希望者 
■期間：7 月 24 日（日）～ 10 月 9 日（日）
■費用：受講料 54,000 円 別途テキスト代

行橋シティインフォメーション放送中！！
月曜日～金曜日の午前 8時10分から、スターコーンFM（FM76.7MHz）にて放送しています。

　行橋駅西口に消費生活センターが移転して、４年目になります。当センター
では、行橋市・みやこ町・築上町の方々の消費生活に関する相談を受け付けて

います。費用は一切かかりませんので、お気
軽にご相談ください。
　また、皆様のサークル活動等の場所に５人
以上集まっていただければ、相談員が出向い
て、悪質業者の手口や身を守るすべなどをお
話します。こちらもお気軽にご連絡ください。
※写真は６月 17日に実施された行橋市民大学の講座

「あなたを狙う悪質商法」の様子

消費生活センターニュース ～ 「出前講座」のご案内～

■相談日：月～金（祝日を除く）
■相談時間：9 時～ 12 時 15 分
　　　　　　13 時～ 17 時

【お問い合わせ先】
行橋市広域消費生活センター
行橋市西宮市 2-1-39
℡：23-0999
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● 募 集 ●

● 講 習 ・試 験 ●

●お知らせ・相談●
市役所玄関前の改修工事
市財政課　管財係　 内線1412
　市役所東棟・正面玄関の階段部分にス
ロープを設置するための工事と、正面玄
関と西棟玄関前のタイルに滑り止め塗装
の工事を行います。階段のスロープ化に
よって車イス等が安全に通行できるよう
に、また滑り止め加工で滑りやすかった
雨の日も安全に歩けるようになります。
■工事期間：7 月 5 日（火）～ 9 月 30 日（金）

※工事が終わり次第、お知らせ致します。

　期間中も玄関からの出入りはできます
が、足元にはお気をつけください。また、
駐車場内を工事車両も通行しますので、
警備員の指示に従ってお通りください。
大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

司法書士の日記念相談会
県司法書士会筑豊支部事務局

0947-45-3996
   0570-783-544（予約専用）
　相続登記や会社設立などの登記相談、悪
質商法などの消費者問題、借金のなどの多
重債務問題、訴訟、成年後見など、気軽に
ご相談ください。※予約優先で定員あり。
■日時：8 月 6 日（土）10 時～ 16 時 
■会場：①直方市中央公民館（直方市津
田町 7-20）②ＫＭＭビル（小倉北区浅野
2-14-1)
■予約受付：7 月 4 日（月）～ 8 月 5 日（金）
　　　　　 10 時～ 16 時　

環境・健康づくり基金のお願い
市環境課　
環境係 内線 1256
 　「きれいな川をとり
もどす運動」「美しい
町づくり運動」などの
事業推進に役立てる
ため、今年も「環境・健康づくり基金」
へのご協力をお願いします。

求職者支援訓練のご案内
ハローワーク行橋　 25-8609
　雇用保険を受給できない求職者の方な
どを対象として、厚生労働省の認定を受
けた民間訓練機関が職業訓練を実施して
います。
　なお、訓練期間中、一定の要件を満た
す方に「職業訓練受講給付金（月額 10
万円の受講手当・通所手当）」を支給し
ます。訓練の受講に関しては要件があり
ますので、詳しくはハローワークの訓練
窓口でご相談ください。

平成 29 年度 就学予定者面談会
市教育委員会  学校教育課  指導室

内線 1356
　行橋市教育委員会では、平成 29 年度
に小学校新 1 年生となるお子さまの入学
にあたり、市内小学校の特別支援学級や
特別支援学校を検討されている保護者の
方に対して、就学に伴う相談（心身に係
る就学相談等）をお受けする面談会を実
施します。
■日時：8 月 23 日（火）
          13 時 30 分～ 16 時 30 分
■場所：市役所 3 階 301 会議室
■対象：平成 29 年度小学校新 1 年生の
保護者（お子さま同伴）
■申込み：学校教育課の窓口にある申請
用紙に必要事項を記入して、7 月 29 日

（金）までに提出してください。

行政書士による
交通事故無料相談会
福岡県行政書士会　

092-641-2501
　予約は不要です。相談したい交通事故
に関する資料をお持ちください。
■内容：事故解決までの流れ、保険請求
手続き、後遺症認定申請手続きなど
■日時：7 月 9 日（土）10 時～ 16 時
■会場：コレット井筒屋 3 階
　　　　エレベーターホール

高次脳機能障害家族支援相談会
産業医科大学病院（中藤さん）

093-603-1611（予約兼用）
　記憶障害や失語、失

しっこう

行といった高次脳
機能障害の当事者や家族、支援に携わる
方を対象に家族支援相談会を開催しま
す。無料ですが、予約が必要です。
■日時：8 月 30 日（火）14 時～ 16 時
■会場：県行橋総合庁舎 4 階第 1 会議室
　　　　（行橋市中央 1-2-1）

戦時資料にみる人々の暮らし
福岡共同公文書館　 092-919-6166

（筑紫野市上古賀 1-3-1）
　公文書を始めとした所蔵資料から戦時
中の人々の生活に焦点をあて、当時の展
示品に触れる中で女性や子ども達の暮ら
しを振り返ります。閲覧は無料です。
■期間：7 月 20 日（水）～ 9 月 25 日（日）
　　　  9 時～ 17 時

表千家子ども体験茶会
表千家同門会福岡県学校茶道指導者会
高田さん　 090-8407-1946
　幼稚園児、小学生、中学生、高校生を
対象に茶会を開催します。夏休み、いつ
もと違う体験してみませんか？
■日時：7 月 31 日（日）9 時～ 15 時
■会場：行橋市中央公民館
■会費：300 円

雨矢良子バレエスタジオ
第 9 回発表会
雨矢良子バレエスタジオ　 22-2455
　入場は無料ですが、整理券が必要です。
電話（090-4474-2152 武田さん）で予約
いただくと、スムーズです。
■日時：7 月 24 日（日）
　　　　14 時開演（13 時 30 分開場）
■会場：行橋市民会館

橋本邦洸の夢尺八
ｓｕｍｍｅｒソロコンサート
夢尺八事務局（荒木） 090-9401-3678
　テーマはやすらぎの世界。清らかな尺
八の音色に横笛と三味線の演奏、楽しい
トークで憩いの時を過ごしませんか？
■日時：7 月 30 日（土）、31 日（日）
　　　　13 時 30 分開演（13 時開場）
■会場：行橋赤レンガ館　
■チケット：各回 2,000 円

⑰　28．７．1

行橋市ホームページ
http://www.city.

yukuhashi.fukuoka.jp

Information Box

電 話 FAX ホームページ メール

市役所 TEL ２５−１１１１
FAX ２５−０２９９

市民会館 TEL ２５−１１２５

ウィズゆくはし TEL ２３−１１１１
FAX ２２−２９０３

中央公民館 TEL ２２−３９１１
市民体育館 TEL ２４−４０００
研修センター TEL ２５−３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５−２３００
FAX ２５−１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４−８８１１
シルバー人材センター TEL ２６−３３５５
中山グラウンド TEL ２４−５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５−８２２２
男女共同参画センター TEL ２６−２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３−７７２４
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各種相談 相談日 相談時間 相談場所 予約・問合せ
児童・生徒相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内  児童・生徒相談センター 25-0119
婦人相談 月〜金 9 時〜 16 時 市役所内 25-1124
40 歳からの個別就職相談 毎週火曜 10 時〜 17 時 ハローワーク行橋 2 階 092-433-7780

若者向け就労支援窓口 第2・3・4
金曜 10 時〜 17 時 市役所　企業立地課 北九州若者サポートステーション

093-512-1871

消費生活相談 月〜金 　9 時〜 12 時 15 分、
13 時〜17時

行橋市広域消費生活センター
（行橋市西宮市 2-1-39） 23-0999

障がい者相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所⑳窓口 25-1111/ 内線 1153

母子・父子・寡婦相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所⑯窓口 25-1111/ 内線 1182
京築保健福祉環境事務所 23-2970

出張労働相談 第 4 月曜 17 時〜 20 時
（受付 19 時まで） 行橋公民館 福岡県北九州労働者支援事務所

093-592-3516
※子育て女性就職相談

（予約制） 第 4 木曜 10 時〜 12 時 行橋市男女共同参画センター
る〜ぷる

子育て女性就職支援センター
093-571-6440

※心配ごと相談 月〜金 13 時〜 16 時
ウィズゆくはし

行橋市社会福祉協議会
23-1111

（電話での相談は
 受け付けていません）

弁護士相談（予約制） 第 2 水曜 13 時〜 16 時 30 分

行政相談 弁護士相談日
の翌日 13 時〜 16 時

行政書士市民相談会
（遺言・相続・成年後見等） 第 4 水曜 10 時〜 16 時 市役所内 福岡県行政書士会

092-641-2501

認知症相談 月〜金 9 時〜 17 時 行橋市高齢者自立支援センター
（行橋市大字道場寺 1446-25） 26-2370

市税・国保税の
納付、納税相談等 第 2・4　

　　木曜
夜間窓口

（20 時まで）

市役所　収納課⑫窓口 25-9699

後期高齢者医療
保険料の納付、相談 市役所　国保年金課⑨窓口 25-9722

年金出張相談（予約制） 第１木曜 10 時〜 12 時、
13 時〜 15 時 30 分 行橋商工会議所 小倉南年金事務所

093-471-8873

困りごと相談 月〜金
（祝日を除く） 9 時〜 17 時 ゆくはし生活相談センター

（行橋市門樋町 3-7） 55-6665

防災行政無線の放送内容は、
　　　  ０120-88-1984 および
　　　   　０120-77-1984（増設分）で確認できます。

【通話料無料、携帯・PHS 通話可能】
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※休日相談医は変更になる場合があります。
テレホンサービス TEL 24-4141でご確認ください。

市報ゆくはし７月１日号は、２７，０５０部作成し、１部あたりの印刷単価は３２．９４円です。
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弁護士相談は、「心配ごと相談」の後、
市内の方のみご利用いただけます。

現在貯水量
14,302,700t
総貯水量

14,450,000t

貯水率 … 99％

油木ダム貯水量
（6/23 現在）
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今月の納期【 ７月 】

～ 納付は便利な口座振替で ～

　月末が休日のため、いずれも
8 月 1 日が納期となります。
◆国民年金保険料 6 月分
◆固定資産税第 2 期
◆国民健康保険税第１期
◆後期高齢者医療保険料第 1 期

※原則予約制です。

6 月 5 日、きれいで住み良いまちづくりを目指
して、市内各校区で清掃活動が行われました。

各種相談・休日相談医（7/1 〜 7/31）
7 月
  3 日　高城循環器内科医院 (TEL22-0221)
  7 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時〜 15 時）
　　　  年金出張相談（予約制）
  8 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
10 日　岡部医院 (TEL26-7011)
13 日　弁護士相談（予約制）
14 日　行政相談
15 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
17 日　行橋中央病院 (TEL26-7111)
19 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時〜 15 時）
22 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
24 日　しらかわ医院 (TEL26-1103)
　　　  新田原耳鼻咽喉科クリニック (TEL25-5520)
25 日　出張労働相談
　　　  交通事故相談 ( 市役所 306 会議室、10 時〜 15 時）
27 日　行政書士市民相談会（市役所 301・302 会議室）
28 日　子育て女性就職相談（予約制）
31 日　藤田中央医院 (TEL23-0479)

行橋京都休日・夜間急患センタ－
〒824-0002 行橋市東大橋 2-9-1 TEL：26-1399
■歯科（受付時間）：日曜・祝日　9 時〜 17 時
■内科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
■小児科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜 22 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜 22 時 45 分

人の動き

平成 28 年
 5 月末現在

（住民基本台帳より）
人口 72,699 人
　男 34,743 人
　女 37,956 人
　世帯 31,442

【前月比】
　人口   18 増 
　世帯   25 増

森
林
資
源
を
大
切
に
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ゴミの動き

（5 月分）
 可燃ゴミ
　● 1,811t
 不燃ゴミ
　● 99t
 資源ゴミ
　● 53t
 １人当たりのゴミ
　● 26.27kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 147t 増
 不燃ゴミ
　● 16t 増

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 141t 増
 不燃ゴミ
　● ４t 増


